
産
業

の
多
様
化
を

目
指
す

Ｍ
　
一
九
八
九
年
に
自
由
貿
易
地
域
を
つ

く
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
場
所
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｂ
　
加
工
業
や
ロ
メ
自
治
港
を
活
用
し
た
、

輸
出
サ
ー
ビ
ス
業
促
進
の
た
め
設
置
さ
れ

た
地
域
で
す
。
ロ
メ
自
治
港
は
、
水
深
の

深
い
ガ
ル
フ
湾
で
唯

一
の
港
で
、
最
新
型

の
船
舶
も
停
泊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ｃ

自
由
貿
易
地
域
で
、
企
業
が
支
店
等
を

開
設
す
る
と
、
以
後
十
年
間
は
付
加
価
値

税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
企
業
が
存

続
し
て
い
る
間
は
、
ト
ー
ゴ
で
支
払
う
様
々

な
税
金
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
自
由
貿
易
地

域
は
投
資
を
行
う
の
に
有
利
で
あ
る
た
め
、

ト
ー
ゴ
の
国
内
総
生
産
に
、
大
き
く
寄
与

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
雇
用
も
促
進
さ

れ
る
の
で
、
失
業
率
の
減
少
に
も
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
　
今
後
の
ト
ー
ゴ
の
経
済
展
望
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
　
ト
ー
ゴ
は
リ
ン
鉱
石
の
生
産
量
で
世

界
第
五
位
で
す
。
し
か
し
、
か

つ
て
ト
ー

ゴ
の
リ
ン
鉱
石
の
生
産
を
担
当
し
て
い
た

企
業
の
生
産
能
力
は
、
九
三
年

の
国
際
協

力
の
断
絶
期
に
低
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
国
営
の
「新
ト
ー
ゴ
リ
ン
鉱
石
協

会
」
が
代
わ

っ
て
担
当
し
、
新
し
い
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
、
往
年
の
生
産
力
を
超
え
る
た

め
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

産
業
を
多
様
化
す
る
た
め
の
政
策
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
大
理
石
の
石
材
産
業
を

再
開
し
、
ま
た
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
カ
オ
、
綿

花
等
を
通
し
て
、
農
業
を
さ
ら
に
成
長
さ

せ
る
た
め
の
政
策
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ｃ
銅
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
、

マ
ン

ガ
ン
等
、
未
採
掘
の
資
源
も
多
く
あ
り
ま
す
ｃ

ま
た
、

ロ
メ
自
治
港
を
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
の
施
策
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
特
定
の
産
業
を
優
先
す
る
の

で
は
な
く
、
産
業
の
多
様
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

Ｍ
　
就
学
率
が
七
三
％
と
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
中
で
は
か
な
り
高
い
で
す
ね
。

Ｂ
　
お

っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
首
都
ロ
メ

で
は
、
就
学
率
が
九
三
％
近
く
あ
り
ま
す
。

ト
ー
ゴ
政
府
は
、
人
里
離
れ
た
小
さ
な
町

で
も
、
小
学
校
を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
育
シ

ス
テ
ム
を

つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
〇
八
年

十
月
以
降
、
ト
ー
ゴ
政
府
は
幼
児
教
育
と
、

初
等
教
育
の
費
用
を
全
額
負
担
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ト
ー
ゴ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、

後
に
市
場
に
還
元
さ
れ
る
労
働
者
の
質
を

上
げ
る
た
め
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
日
本

へ
の
留
学
生
は
、
現
在

確
認
で
き
て
い
る
の
は
二
人
で
す
３
今
後
、

交
換
留
学
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
同
士
の
交

流
も
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ア
フ
リ
カ

の

ミヽ

一チ

ュ
ア

Ｍ
　
北
部
と
南
部
で
、
文
化
や
言
語
が
ま

っ

た
く
違
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
　
ト
ー
ゴ
は
「
ア
フ
リ
カ
の
ミ
ニ
チ

ュ

ア
」
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
的

多
様
性
に
よ
る
も
の
で
す
。
ト
ー
ゴ
に
は

四
十
以
上
の
民
族
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

異
な

つ
た
言
語
や
文
化
を
持

っ
て
い
ま
す
。

違

い
が
あ
る
の
は
北
部
と
南
部
の
問
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ト
ー
ゴ
を
訪
問
し
、

「
ア
フ
リ
カ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
」
を
体
験
す
る

こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

ト
ー
ゴ
の
ビ
ー
ル
醸
造
所
「
Ｂ
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
」
は

一
一
年
に
、
ギ
ネ
ス
社
が
認
定
す

る
百
末
一二

合
）
年
リ
ー
グ
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ

レ
ン
ス
・
ギ
ネ
ス
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
世
界
各
国
の
ビ
ー
ル
醸
造
所
が
、

十
二
カ
月
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
品
質
を

競
う
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界

一
の
ギ

ネ
ス
ビ
ー
ル
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
①
六
年
に
続
い
て
二
回
目
の
受
賞
で
す
。

今
後
、
ト
ー
ゴ
の
ビ
ー
ル
を
積
極
的
に
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
き
た
い
で
す
。
凸
）
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